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LM557x/LM2557x製品概要

● TI独自のECM（エミュレーテッド電流モード）制御の採用により下記特長を有します。
1 ）  入出力差が大きな電圧変換（例；24Vから1.8Vに変換）を3.3Vや5Vの様な中間バスを必要と
せず一段で可能。

    電源変換構成の簡易化でPCBスペースの削減およびトータル部品コストの削減が可能です。
2 ）  電流モードと電圧モードの良い所を併せもち、位相補正が容易で高速負荷応答、その上高いス
イッチング周波数を維持しての入出力差の大きい電圧変換が可能。

    高スイッチング周波数動作により、出力コイル、コンデンサの容量低減が可能、でPCBス
ペースの削減およびトータル部品コストの削減が可能です。

3 ）  75Vと42V耐圧品を各電流ラインアップで揃えており、全ての製品でピン互換の為、設計・試作
時における汎用性に優れ、部品の標準化に貢献します。

製品特長 ターゲット・アプリ

使い方・代表的な回路例

● 24Vバスを使用するFA機器や医療、計測機器
● 48Vバスを使用する通信インフラ機器
● 高耐圧が必要なアミューズメント機器
● 高いサージ耐力が必要な車載機器
等における高耐圧非絶縁電源として最適。

製品名 入力電圧範囲 最大出力電流 スイッチング周波数 定格電流

LM5574

6V ～ 75V

0.5A

50kHz ～ 500kHz

TSSOP-16

LM5575 1.5A eTSSOP-16

LM5576 3A eTSSOP-20

LM25574

6V ～ 42V

0.5A

50kHz ～ 1MHz

TSSOP-16

LM25575 1.5A eTSSOP-16

LM25576 3A eTSSOP-20

（TI独自の制御方式（ECM制御）降圧型レギュレータ）
LM5774、LM5575、LM5576、LM25574、LM25575、LM25576

24V電源バス

一般的な
電流モード

DC/DC
コンバータ

24V電源バス

一般的な
電流モード

DC/DC
コンバータ

ECM対応の
DC/DC

コンバータ 1.8V

5.0V 1.8V

マイコンや
メモリなどの
負荷

マイコンや
メモリなどの
負荷

ECM化
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レギュレータはエミュレート電流ランプ方式による電流モードによって制御されます。ピーク電流
モード制御は、入力電圧フィードフォワード、サイクルごとの電流制限、ループ補償が簡単という特
長を原理的に備えています。エミュレート電流ランプの採用によって、パルス幅変調回路のノイズ
による影響を抑えるとともに、高入力電圧アプリケーションでデューティ・サイクルがきわめて小さ
い状態でも信頼性の高い処理を実現しています.外部同期ピンを備え、複数のレギュレータを互い
に同期させた動作や、外部クロックへの同期動作が可能です。
の発振周波数はRTピンとAGNDピン間に接続する抵抗によって決まります。抵抗RTは、ICのピ
ン（RTとAGND）に直接接続し、デバイスの直近に配置しなければなりません。SYNCピンを使う
と内蔵発振回路は外部クロックに同期します。外部クロックは抵抗RTで決まるフリーラン周波数
よりも周波数が高くなければなりません。外部クロックからSYNCピンへのインタフェースにはオー
プン・ドレインを用いたクロック回路を推奨します。クロック・パルス幅は15ns以上必要です。
複数のLM5576デバイスは、SYNCピンどうしを単純に接続することで、同期動作が可能です。こ
の構成ではすべてのデバイスは周波数が最も高いデバイスに同期します。

■ 170mΩ、NチャネルMOSFET内蔵
■ 6Vから42V or 75Vまでの広い入力電圧範囲
■ 設定可能な出力電圧の下限は1.225V
■ リファレンス精度1.5％
■ 動作周波数は外部抵抗を使用して50kHz～1MHz max（42V耐圧品）、
 500kHz max（75V耐圧品）の範囲で設定可能
■ 電源ON/OFF機能（SDピン）
■ 外部クロックによる周波数同期機能
■ 設定可能なソフトスタート
■ 保護機能内蔵（過電流制限機能、サーマルシャットダウン）
■ eTSSOP-16（0.5A、1.5A）、eTSSOP-20（3A）（露出パッドパッケージ）

サンプル/ ホールドDC レベルはフライホイール・ショットキ・ダイオードのアノード電流を測定し
て得られます。フライホイール・ダイオードのアノードは ISピンに接続します。ダイオード電流は IS 
ピンとPGNDピンの間の内蔵電流センス抵抗を流れます。センス抵抗両端の電圧は、降圧スイッ
チの次の導通期間が始まる直前に、サンプリングとホールドが行われます。ダイオード電流のセン
スとサンプル/ ホールドによってエミュレートしたDCレベルが得られます。RAMPピンとAGND
間に接続した外付けコンデンサと内蔵の電圧制御電流源によって、正の傾きを持つインダクタ電流
ランプをエミュレートしています。インダクタ電流をエミュレートするランプ電流源はVinとVout
の関数です。 
IRAMP ＝ （5μ×（Vin － Vout）） ＋ 25μA
適切なRAMPコンデンサの容量は出力インダクタの選択値によって変わります。CRAMPの値は、
CRAMP ＝ L × 10 － 5 で求めます。

入力電圧が出力電圧よりもかなり高いアプリケーションの場合、レギュレーションを行うために、短
いパルス幅と小さなデューティ・サイクルを制御できなければなりません。そこで本製品では、実際
のスイッチ電流をセンスせずに信号を再構築する、独自のランプ・ジェネレータを採用しました。イ
ンダクタ電流を再構築またはエミュレートすることによって、前縁スパイクや測定遅延あるいはフィ
ルタ遅延のないランプ信号をPWMコンパレータに与えることができます。電流の再構築はDCレ
ベルのサンプル&ホールドとエミュレート電流ランプの2つの要素で実現しています。

仕様概要

動作概要

RAMPジェネレータ

RAMPジェネレータ つづき

PCBレイアウト例
詳細はLM2557アプリケーションノートAN-1579参照

LM557x/LM2557x製品 日本語ホームページ
LM5774製品   www.tij.co.jp/LM5774 LM5575製品   www.tij.co.jp/LM5575
LM5576製品   www.tij.co.jp/LM5576 LM25574製品   www.tij.co.jp/LM25574
LM25575製品   www.tij.co.jp/LM25575 LM25576製品   www.tij.co.jp/LM25576

WEBENCHでの設計及び動作シミュレーション可能   www.tij.co.jp/webench
製品に関するお問い合わせ   www.tij.co.jp/pic
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